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技術内容及び報告書の入手に関するお問合せ先

 
項目
 A施工法 B施工法

  (後建込み施工法) (同時建込み施工法)

 鋼管の建込み時期 ソイルセメント柱造成後 ソイルセメント柱造成と同時

 適用ソイルセメント柱径 0.7～1.7m 0.8～1.4m

 施工可能深度 70m 50m

ソイルセメントの造成方法
セメントミルク注入量に相当する先行
掘削を行い、正逆回転掘削撹拌翼によ
り、原位置土の掘削・撹拌を行う。

正逆回転掘削撹拌翼または、土圧板付
回転掘削撹拌翼により、セメントミル
クを注入しながら原位置土の掘削撹
拌を行う。

技術（工法）の適用範囲

ＨＹＳＣ杭ＨＹＳＣ杭
ハ イ エ ス シ ーハ イ エ ス シ ー

(鋼管ソイルセメント杭工法)(鋼管ソイルセメント杭工法)

建設技術審査証明協議会会員

財団法人 国土技術研究センター（JICE）

平成24年2月

法 人 名　ソイルセメント合成鋼管杭工法協会（http://www.HYSC.info/）　
部  　署　事務局（ＪＦＥスチール株式会社　建材営業部内）
住　  所　〒100-0011 東京都千代田区内幸町2丁目2番3号日比谷国際ビル25階

T E L　03-3597-7766　　　F A X　03-3597-4020

報告書（技術審査の詳細）の入手を希望される方は下記までお問合せ下さい。

J F E ス チ ー ル 株 式 会 社
鹿 島 建 設 株 式 会 社
清 水 建 設 株 式 会 社
ジ ャ パ ン パ イ ル 株 式 会 社
東 急 建 設 株 式 会 社
飛 島 建 設 株 式 会 社
日 特 建 設 株 式 会 社
株 式 会 社 フ ジ タ
麻生フオームクリート株式会社
丸 五 基 礎 工 業 株 式 会 社
大 洋 基 礎 株 式 会 社
ノ ザ キ 建 工 株 式 会 社

株 式 会 社 大 林 組
佐 藤 工 業 株 式 会 社
大 成 建 設 株 式 会 社
株 式 会 社 竹 中 土 木
戸 田 建 設 株 式 会 社
西 松 建 設 株 式 会 社
株 式 会 社 間 組
ラ イ ト 工 業 株 式 会 社
株 式 会 社 ジ オ ダ イナ ミック
基 礎 工 業 株 式 会 社
菱 建 基 礎 株 式 会 社

　標準型ＨＹＳＣ杭は、平成3年2月・平成8年3月・平成12年12月に（財）国土開発技術研究センター（現（財）国土技術研究センター）の「民間開発建設
技術の技術審査・証明事業による一般土木工法:技術審査証明要領」に基づき確認され、その後多くの実績を積み重ねた工法技術であり、拡頭型ＨＹＳＣ
杭は、標準型ＨＹＳＣ杭における確認事項を踏まえ、要素試験及び載荷試験を実施して発展的に改良した工法技術です。

ＨＹＳＣ杭の施工法による区分

ＨＹＳＣ杭

標準型ＨＹＳＣ杭

拡頭型ＨＹＳＣ杭

拡頭タイプS

拡頭タイプSS

A施工法(後建込み施工法)
B施工法(同時建込み施工法)

A施工法(後建込み施工法)



技術（工法）の概要 技術（工法）の特徴

技術審査の結果の概要

　ＨＹＳＣ杭（Hybrid-Steel Pile and Soil Cement-Pile）は、地盤中に造成したソイルセメント柱と鋼管から

構成される鋼管ソイルセメント杭工法です。標準型ＨＹＳＣ杭はソイルセメント柱と全長同径の鋼管から構成され

ていますが、今回新たに開発した拡頭型ＨＹＳＣ杭は、ソイルセメント柱と拡頭鋼管（頭部側大径鋼管と先端側小

径鋼管からなる拡頭構造を有する鋼管）から構成されています。

 これにより、拡頭型ＨＹＳＣ杭は、鉛直支持力と水平抵抗のバランスを考慮して経済性を追求できるようになり

ました。

1 合理的で経済的な設計が可能です

・拡頭型ＨＹＳＣ杭は、鋼管の材料強度と杭の鉛直抵
抗・水平抵抗とのバランスのとれた合理的で経済的
な設計が可能です。

3 高い支持力性能を発揮する工法です

・地盤を緩めない工法なので、高く安定した支持力が
得られます。
・高い支持力性能により、杭本数減少やフーチングの
コンパクト化が可能です。

2 環境に優しい工法です

・発生土量は少なく、同一現場内で盛土や埋戻し土に
転用可能です。
・低振動、低騒音な工法です。

4 高品質の杭工法です

・多くの施工実績を踏まえて確立した施工管理システ
ムを採用しており、信頼性の高い工法です。

1 リブ付鋼管とソイルセメント柱の
一体性の確認 2 拡頭継手部は、軸径鋼管と

同等の耐力を有することの確認

・従来の標準型ＨＹＳＣ杭で既に確認されているリブ
付鋼管とソイルセメント柱との一体性が、拡頭型ＨＹ
ＳＣ杭における拡頭鋼管とソイルセメントで構成さ
れた部分（拡径部）でも発揮できることを確認しまし
た。また、拡頭タイプSSでのソイルセメント柱変断面
部を良好に施工できることも確認しました。

・拡頭型ＨＹＳＣ杭に使用する拡頭鋼管の拡頭構造
の継手部分（拡頭継手部）は、拡径鋼管と軸径鋼管を
平行四辺形状の板材（スチフナ）を介して接続するこ
とにより構成されています。その拡頭継手部が軸径
鋼管と同等の耐力を有することを確認しました。

3 ソイルセメント柱径を有効径とする杭の鉛直抵抗、水平抵抗の確認
・標準型ＨＹＳＣ杭および拡頭型ＨＹＳＣ杭の現場載荷試験結果より、ソイルセメント柱径を有効径とする杭の鉛直抵抗および
水平抵抗が得られることを確認しました。

4 建設発生土が少ないことの確認
・ 場所打ち杭や中掘杭に比べ、建設発生土が少ないことを実大実験と実工事において確認しました。

ＨＹＳＣ杭施工状況(拡頭タイプSS) 拡頭型ＨＹＳＣ杭(拡頭タイプSS)

拡頭継手部 軸圧縮試験拡頭継手部

拡頭型ＨＹＳＣ杭（拡頭タイプSS) 荷重～変位量関係
（載荷試験結果と解析値の比較）

拡頭型ＨＹＳＣ杭（拡頭タイプSS) 曲げモーメント分布
（載荷試験結果と解析値の比較）

拡頭型ＨＹＳＣ杭（拡頭タイプSS）掘り起し試験

ＨＹＳＣ杭のタイプ別概念図

標準型ＨＹＳＣ杭 拡頭型ＨＹＳＣ杭（拡頭タイプS） 拡頭型ＨＹＳＣ杭（拡頭タイプSS）

杭一般部
 荷重は鋼管外面のリブを介してソイルセメ
ント柱に伝達され、次いでソイルセメント柱よ
り周面地盤に伝達されます。

杭先端部
 鋼管軸力は鋼管内外面のリブを介してソイ
ルセメント柱に伝達され、次いでソイルセメン
ト柱外周での周面および先端地盤に伝達され
ます。

鉛直抵抗

　鋼管と地盤の間にソイルセメントが介在し、
かつ、鋼管とソイルセメント柱が一体として挙
動するために、ソイルセメント柱に水平地盤反
力が直接作用します。

水平抵抗
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